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　１２月２２日、老人クラブ渡西鶴亀会（板﨑静雄会長）の会員
25名が、役場正面玄関、かわせみ、せせらぎ、石の交流館やまな
みに立派な門松を作製しました。
　門松は、高さ２メートルほどで、松や梅の枝、南天やウラジロで
飾りつけられ、年末を前に新春の準備が整いました。
　渡西鶴亀会は、毎年この時期にボランティアで門松を村の施設に
作製され、お客さんを迎える正面玄関を立派に飾っていただいてい
ます。

新春の準備が整いました！
老人クラブ渡鶴亀会の会員が門松を設置
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�広報「くまむら」　平成 22年 12月号

○�

一
勝
地
第
一
小
学
校
の
校
舎
へ

お
別
れ
式

○
球
泉
洞
ト
ン
ネ
ル
開
通

○
俣
口
分
校
閉
校
式

○
神
瀬
小
学
校
閉
校
式

　

地
デ
ジ
放
送
視
聴
が
始
ま
る

　
　
　
　
　

広
報
『
く
ま
む
ら
』
で
見
る
今
年
の
主
な
出
来
事

１　

月

○
球
磨
村
成
人
式

　
　

56
名
が
成
人
式
を
迎
え
る

○
消
防
出
初
式

　
　

総
合
優
勝　

第
６
分
団

○
第
35
回
分
会
対
抗
駅
伝
大
会　

　
　

第
６
分
会
Ａ
が
優
勝
を
飾
る

２　

月

○�

情
報
通
信
施
設
事
業
の
説
明
会

を
村
内
全
地
域
で
行
う

○
故
吉
田
八
治
さ
ん

　
　

旭
日
單
光
章
を
受
章

○�

熊
本
県
農
業
コ
ン
ク
ー
ル
で　

　

球
磨
村
棚
田
保
存
会
「
優
秀
賞
」

○
関
西
カ
ワ
セ
ミ
会
開
催

○��

一
勝
地
温
泉
か
わ
せ
み
に

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン

３　

月

○
３
月
定
例
議
会
が
開
催

○
一
勝
地
第
二
小
学
校
閉
校
式

１位ゴールする蔀選手

トンネルウォーク 解体される一勝地第一小学校の校舎



� 広報「くまむら」　平成 22年 12月号

○�

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

＆
文
化
祭

○
「
Ｓ
Ｌ
人
吉
」
３
月
か
ら
運
行

４　

月

○
村
議
会
議
員
選
挙

　
　

11
名
の
議
員
が
決
ま
る

○
柴
神
さ
ん
ま
つ
り

○
こ
が
ね
保
育
園
落
成
式

○
神
瀬
熊
野
座
神
社
落
成
式

○
一
勝
地
小
学
校
開
校
式

５　

月

○
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ

柳
詰
議
長
・
松
野
副
議
長
誕
生

○
人
吉
地
区
交
通
安
全
協
会

　

球
磨
支
部
が
発
足

○
郡
体
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で

　
　

男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝

○
口
蹄
疫
防
除
対
策
が
行
わ
れ
る

　

�　

�

４
月
に
宮
崎
県
で
発
生
し
た

家
畜
伝
染
病
「
口
蹄
疫
」
の
防

除
が
球
磨
村
で
も
行
わ
れ
る

６　

月　

○
防
災
連
絡
会
議
を
開
催

○
６
月
定
例
議
会
が
開
催

○�
役
場
で
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
受
付

が
始
ま
る

○�

旧
小
学
校
跡
の
活
用
を
話
し
合

う
（
座
談
会
）

○
第
１
回
区
長
会
を
開
催

○
東
京
カ
ワ
セ
ミ
会
を
開
催

○
光
フ
ァ
イ
バ
ー
工
事
を
着
工

○
郡
体
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　

男
子
優
勝
・
女
子
も
２
位

○
大
槻
キ
ャ
ン
プ
場
開
き

○
消
防
団
夏
期
訓
練
を
実
施

７　

月

○
青
少
年
育
成
村
民
会
議
を
開
催

○�

球
磨
村
人
権
教
育
推
進
協
議
会

総
会
及
び
研
修
会
が
開
催

○
特
産
処
理
加
工
施
設
が
稼
動

　

（�

シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
肉
の
加
工

販
売
へ
）

一勝地駅では停車時間に物産販売を実施

新しくなった新校舎選挙後、初の議会で議長、副議長が決まる

口蹄疫防除のため消毒作業を行う

多くの方から貴重な意見が提案されました

３箇所に設置された情報を送るセンター

安全を祈願し工事を着工
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○
一
勝
地
小
学
校
へ
校
旗
贈
呈

○
故
大
岩
静
さ
ん

　
　

旭
日
双
光
章
を
受
章

○
参
議
院
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
る

○
分
会
対
抗
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
祭

○
熊
本
県
の
名
水
百
選
に

　

「
蔀
地
区
の
水
源
地
」
が
認
定

○
球
磨
中
で
郡
Ｐ
連
を
開
催

８　

月

○
消
防
団
第
６
分
団
が
球
磨
郡

　
　

消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
で
３
位

○�

メ
ア
リ
ー
先
生
が
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し

て
着
任

○�

球
磨
中
野
球
部
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

で
全
国
大
会
出
場

９　

月

○
９
月
定
例
議
会
が
開
催

○�

桺
詰
村
長
の
無
投
票
再

選
が
決
ま
り
９
月
議
会

で
所
信
を
表
明

○
分
会
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
祭

　
　
　
　

総
合
優
勝　

６
分
会

○
一
勝
地
小
学
校
の
プ
ー
ル
開
き

○
金
婚
夫
婦
18
組
を
表
彰

○
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
号
が
球
磨
村
へ

　

�

一
勝
地
駅
か
ら
生
中
継
さ
れ
る

○�

『
一
勝
地
曲
』
県
の
伝
統
工
芸

品
に
指
定

○
東
海
カ
ワ
セ
ミ
会
開
催

○
一
勝
小
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
完
成

○
村
内
８
会
場
で
敬
老
会
を
開
催

○
国
勢
調
査
が
は
じ
ま
る

○
携
帯
基
地
局
が
開
局

10　

月

○
第
31
回　

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

○
九
州
カ
ワ
セ
ミ
会

　

里
帰
り
ツ
ア
ー
と
総
会
を
開
催

○
第
56
回
村
民
体
育
祭

　
　

雨
天
に
よ
り
途
中
で
中
止

○
マ
ス
コ
ッ
ト

「
球く
ま
ん
た
ろ
う

磨
太
郎
く
ん
」
に
決
定

○ 

球
磨
村
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

の
名
称
が

球
磨
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
「
清
流
館
」
に

○
第
36
回
分
会
対
抗
駅
伝
大
会

　
　

５
分
会
Ａ
が
優
勝

11　

月

○
秋
の
叙
勲
で
３
名
が
受
章

　

�　

�

瑞
宝
双
光
章
に
大
瀬
敏
克
さ

ん
と
高
橋
勇
三
さ
ん
。
瑞
宝

単
光
章
に
松
舟
誠
二
さ
ん

○
人
権
擁
護
委
員
に
板
﨑
壽
一
さ
ん

○�

光
ケ
ー
ブ
ル
接
続
で
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
視
聴

が
可
能
に

○�

棚
田
の
稲
刈
り
と
田
舎
体
験
／

秋
の
収
穫
祭

○
人
吉
街
道
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
の
旅

12　

月

こ
の
他
、
多
く
の
行
事
が
行

わ
れ
、
皆
様
の
ご
協
力
で
順

調
に
進
み
ま
し
た
。

県大会優勝、九州大会、全国大会へ

宍戸開さん（左）が一勝地駅を訪れました今年も盛り上がった敬老会

大盛会のふれあいまつり
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一
般
会
計
７
千
２
１
９
万
２
千
円
を
増
額

　

12
月
定
例
議
会
が
、
12
月
13
日
に
召
集
さ
れ
、
17
日
ま
で
の
５
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
会
に
は
、
条
例
の
改
正
案
１
件
、
平
成
22
年
度
補
正
予
算
３

件
、
人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
規
約
の
変
更
な
ど
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に

審
議
さ
れ
た
結
果
、
原
案
ど
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、一
般
質
問
に
は
７
人
が
登
壇
し
、
執
行
部
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

条　
　

例

○ 

球
磨
村
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
条

例
及
び
球
磨
村
情
報
通
信
施
設

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

予　
　

算　

○ 

平
成
22
年
度
球
磨
村
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

　
（ 

７
千
２
１
９
万
２
千
円
を
増
額

補
正
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を

30
億
８
千
１
４
７
万
３
千
円
に
）

○ 

平
成
22
年
度
球
磨
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

　
（ 

１
６
７
万
８
千
円
を
増
額
補

正
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
、

６
億
７
６
７
万
８
千
円
に
）

○ 

平
成
22
年
度
球
磨
村
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
（ 

１
５
９
万
９
千
円
を
増
額
補

正
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
、

５
億
８
千
６
０
３
万
１
千
円
に
）

規　
　

約

○  

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
規
約

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

○ 

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
規
約

の
一
部
変
更
に
伴
う
財
産
処
分

に
つ
い
て

人　
　

事

○
球
磨
村
固
定
資
産
評
価
審
査

　

委
員
の
選
任
同
意

　
　

▼
立
野　

利
丸

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
　

▼
松
舟　

喬

　
　

▼
上
原　

正
博

●�

一
般
質
問
に
は
７
人
が
登

壇
し
、
執
行
部
の
考
え
を

質
し
ま
し
た

一
般
質
問

◆
田
代
利
一
議
員

　

・
福
祉
の
村
づ
く
り
に
つ
い
て

　

・
農
業
振
興
に
つ
い
て

　

・
教
育
文
化
に
つ
い
て

　

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

利
用
状
況
に
つ
い
て

◆
高
澤
康
成
議
員

　

・
交
通
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

　

・
観
光
振
興
に
つ
い
て

　

・
行
財
政
運
営
に
つ
い
て

　

・
児
童
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

◆
毎
床
文
博
議
員

　

・
農
林
業
の
活
性
化
に
つ
い
て

11
月
24
日
に
は
臨
時
議
会
が
開
催

一般質問では７名が登壇しました
第
７
回�

球
磨
村
議
会
を
開
催

◆
多
武
義
治
議
員

　

・
林
業
の
振
興
に
つ
い
て

　

・
閉
校
し
た
小
学
校
の
施
設

　
　

活
用
に
つ
い
て

　

・
役
場
駐
車
場
の
混
雑
解
消

　
　

方
法
に
つ
い
て

◆
舟
戸
治
生
議
員

　

・
渡
地
域
の
排
水
及
び
合
併

　
　

浄
化
槽
の
普
及
に
つ
い
て

◆
犬
童
數
元
議
員

　

・ 

防
護
柵
ネ
ッ
ト（
シ
カ
ネ
ッ
ト
）

対
策
に
つ
い
て

　

・
林
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

◆
嶽
本
孝
司
議
員

　

・ 

宮
園
地
区
の
水
防
対
策
に
つ

い
て

　

・
渡
利
城
の
観
光
化
に
つ
い
て

　

11
月
24
日
に
は
臨
時
議
会
が
開

催
さ
れ
、
条
例
の
改
正
や
、
補
正

予
算
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
な

ど
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

条　

例

○
球
磨
村
一
般
職
の
職
員
の
給
与

　

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

予　

算

○
平
成
22
年
度
球
磨
村

　

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
（
８
５
０
万
円
を
増
額
補
正
し

　

 

歳
入
歳
出
の
総
額
30
億
９
２
８

　

 

万
１
千
円
に
）

契　

約

○ 

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い

て
（
球
磨
村
情
報
通
信
施
設
整

備
工
事
）
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住
民
の
方
の
悩
み
や
相
談
に
応
え
ま
す

民
生
委
員
・
児
童
委
員
へ
委
嘱
状
を
交
付

　

12
月
３
日
、
球
磨
村
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
清
流
館
で
、
球

磨
村
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

が
開
催
さ
れ
、
任
期
満
了
に
よ
り

５
名
の
方
が
退
任
、
新
た
に
４
名

の
方
が
民
生
委
員
児
童
委
員
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

伝
達
式
で
は
、
桺
詰
村
長
が
退

任
者
へ
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
感

謝
状
を
、
ま
た
、
在
職
14
年
以
上

の
４
名
へ
熊
本
県
社
会
福
祉
協
議

会
連
合
会
か
ら
の
表
彰
状
を
伝
達

し
た
後
、
民
生
委
員
児
童
委
員
に

厚
生
労
働
大
臣
と
熊
本
県
知
事
の

委
嘱
状
を
伝
達
し
ま
し
た
。

　

伝
達
後
、
桺
詰
村
長
は
、「
高
齢

者
を
は
じ
め
村
民
が
健
康
で
生
き

が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
は
、
皆
様
の
ご
協
力
と

ご
支
援
が
必
要
で
す
。
社
会
福
祉

の
向
上
の
た
め
に
も
お
世
話
に
な

り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
協
議
会
を
開
催
し
、

会
長
、
副
会
長
、
会
計
、
監
事
、

支
部
長
な
ど
の
役
員
を
決
定
し
ま

し
た
。

【
退
任
さ
れ
た
方
】（
敬
称
略
）

　

岩
戸　

智　
　

 

（
堤
岩
戸
地
区
）

　

小
川　

豊
喜　

（
小
川
地
区
）

　

山
口　

志
磨
子
（
島
田
地
区
）

　

柳
詰　

愛
子　

（
宮
園
地
区
）

　

高
沢　

剛　
　

（
高
沢
地
区
）

【
新
た
に
委
嘱
さ
れ
た
方
】

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

山
口　

敏
章　

（
茶
屋
地
区
）

　

小
川　

公
子　

（
小
川
地
区
）

　

板
﨑　

く
み
子
（
友
尻
地
区
）

　

大
瀨　

幸
信　

（
大
瀬
地
区
）

会　長 山口　敏章
渡地区

部 会 長 岡　　盛雄

副会長 上蔀カズエ 副 部 会 長 冨永チマ子

会　計 橋詰　國弘
一勝地地区

部 会 長 吐合　征勝

監　事 尾方　利秋 副 部 会 長 大無田清德

監　事 大岩　継義
神瀬地区

部 会 長 上蔀カズエ

　 副 部 会 長 大岩　継義

●役員名

●民生委員・児童委員氏名及び地区担当表

委員名 電話番号 担当地区 委員名 電話番号 担当地区

1 尾方　利秋 33-0319 内布･山口･地下今村 10 有瀨　隆 32-0572 毎床・俣口・茂田・遠原

2 山口　敏章 33-0147 峯･島田 11 那良　美紀 32-0652 松谷・那良・那良口

3 冨永　チマ子 33-0214 水篠・糸原・立野境目・蕨谷 12 大無田　清德 33-0916 大無田・大久保・鵜口千津

4 小川　公子 33-0352 小川・舟戸・茶屋椎屋・千寿園 13 大瀨　幸信 34-0641 大瀬・蔀・和田・堤岩戸神瀬一区・神瀬二区

5 岡　盛雄 32-0698 岡・浦野・板崎中園・田頭・馬場 14 上蔀　カズエ 34-0226 木屋角・上原・松野四蔵・永椎・日当・大岩

6 板﨑　くみ子 32-1159 友尻・宮園･向淋松本・小谷 15 大岩　継義 34-0054 箙瀬・伊高瀬・上蔀多武除・楮木・川島

7 橋詰　國弘 32-1062 橋詰・野々原・中屋松舟・田代 16 藏谷　鐵男 32-0780 高沢・坂口・沢見・蔵谷横井・大槻

8 吐合　征勝 32-0337 中津・黄檗・吐合・日隠中渡・岳本・黒白 17 伊高　はつみ 34-0805 主任児童委員

9 桺詰　数安 32-0046 柳詰・淋・大坂間告・池下 18 原　ひとみ 33-0228 主任児童委員

全員に委嘱状が交付されました
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１本のタスキをつなぎ球磨路を走る
第５８回球磨一周市町村対抗熊日駅伝大会

　

12
月
19
日
、
水
上
村
岩
野
小
学
校
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る

球
磨
一
周
市
町
村
対
抗
熊
日
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
、
球
磨
村
か
ら

２
チ
ー
ム
16
名
が
１
本
の
タ
ス
キ
に
願
い
を
込
め
、
師
走
の
球
磨
路

を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

７
時
30
分
に
渡
多
目
的
集
会
施
設
で
出
発
式
を
行
い
、
吐
合
則
直

監
督
が
、「
２
ヶ
月
余
り
合
同
練
習
を
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年

は
２
チ
ー
ム
が
出
場
で
き
、
多
く
の
選
手
が
経
験
す
る
こ
と
で
次
の

世
代
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
上
位
を
目
ざ
し
頑
張
り
ま

す
。」
と
挨
拶
し
、選
手
紹
介
を
し
ま
し
た
。
続
い
て
、桺
詰
村
長
が
、

「
球
磨
村
の
選
手
と
し
て
１
本
の
タ
ス
キ
に
夢
を
つ
な
ぎ
、
持
っ
て

い
る
力
を
十
分
に
発
揮
し
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
激
励
し
、
３

区
を
走
る
犬
童
貴
志
選
手
が
、「
球
磨
村
の
代
表
と
し
て
誇
り
を
も

ち
、
正
々
堂
々
と
全
力
を
出
し
切
り
最
後
ま
で
走
り
抜
く
こ
と
を
誓

い
ま
す
。」
と
力
強
い
選
手
宣
誓
を
し
、
開
会
式
が
行
わ
れ
る
水
上

村
と
各
区
間
へ
移
動
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
朝
霧
が
た
ち
込
め
る
中
、
10
時
に
ス
タ
ー
ト
、
人
吉
市

内
を
折
返
し
ゴ
ー
ル
の
水
上
村
ま
で
５
２
．
６
２
㎞
を
走
る
コ
ー
ス

で
、
10
市
町
村
25
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

球
磨
村
チ
ー
ム
は
１
区
の
小
川
晃
聖
選
手
が
８
位
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
が
、
Ａ
チ
ー
ム
が
17
位
、
Ｂ
チ
ー
ム
が
23
位
で
ゴ
ー
ル
し
ま

し
た
。

区　　間 距　離

球磨村Ａチーム （１７）
（監督）　吐合　則直

球磨村Ｂチーム　（１８）
（監督）　椎屋　清

選手名　　
記　　録　　 順位（区間）〔通算〕

選手名　　
記　　録　　 順位（区間）〔通算〕

１区 水上村岩野小学校前
〜多良木町元西村繊維前 ６．９７km 小川　晃聖（人吉高３年）

23分28秒  （8位）  〔8位〕
地下　優紀（球磨工１年）
26分30秒（23位）〔23位〕

２区 多良木町元西村繊維前
〜須惠小学校前

２．３０km
（女子区間）

今村　晴香（人吉高２年）
8分37秒  （16位）  〔9位〕

山口　桃香（球磨中２年）
9分11秒  （23位）〔23 位〕

３区 須惠小学校前
〜木上ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ前 ７．５７km 犬童　弘貴（球磨工１年）

29分03秒（22位）〔18位〕
平野　　健（芦北高２年）
29分01秒（21位） 〔22位〕

４区 木上ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ前
〜人吉城内ふるさと広場 ９．１０km 犬童　貴志（一般）

33分48秒（16位）〔18位〕
那良　昌宏（一般）
34分51秒（23位）〔23位〕

５区 人吉城内ふるさと広場
〜錦町役場前 ８．７５km 川口　光国（一般）

34分12秒（17位）〔18位〕
松本　真吾（一般）
35分47秒（21位）〔23位〕

６区 錦町役場前
〜九州相良観光バス前

４．３５km
（中学生区間）

蔀　　拓也（球磨中３年）
15分37秒（19位）〔18位〕

坂本　壮真（球磨中１年）
15分48秒（20位）〔23位〕

７区 九州相良観光バス前
〜上球磨消防署前 ５．８８km 川嶋　正志（球磨工１年）

20分53秒（13位）〔16位〕
高沢　丈樹（人吉高１年）
22分44秒（20位）〔23位〕

８区 上球磨消防署前
〜水上村岩野小学校 ７．７０km 小川　拓郎（一般）

30分51秒（20位）〔17位〕
宮本　　努（一般）
33分16秒（23位）〔23位〕

通算時間及び順位 ５２．６２km ３時間16分29秒   〔17位〕 ３時間26分26秒   〔23位〕

力強い選手宣誓をする犬童貴志選手

１区８位で力走する小川晃聖選手（右）

７区で前の選手を追う川嶋正志選手

※補員選手　　（一般）吐合　則直・椎屋　清・淋　　春男・地下　一郎・伊高　勝・犬童　翔一郎・槻木　正剛
　　　　　　　（高校）井本　泰志　　（中学生）井本　由香・井本　恵理香　　（中学生男子）　須惠　祐也・仮屋　嵐　
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平成２２年度　球磨村職員人事行政運営等の状況を公表します
　球磨村人事行政の運営等の状況を公表に関する条例（平成１７年３１５日条例第１１号）に基づき、村職
員給与や任免などの状況を公表します。

１． 職員の任免及び職員数の状況
　　（１） 職員の採用
　　　平成 21 年度中の採用はありません。

　　（２） 職員の離職
　　　平成 21 年度に離職した一般職の職員の状況は次のとおりです。

区分 人数

定年退職 2 人

（３） 部門別職員数の状況と主な増減理由

部門
区分

職員数 対前年
増減数 主な増減理由

H21 H22

一　

般　

行　

政

議会 1 1

総務 22 21 − 1 一律削減　− 1

税務 6 6

農林水産 8 9 1 事業見直しによる増　1

商工 2 2

土木 8 8

民生 6 6

衛生 6 6

小計 59 59

特
別
行
政

教育 13 13 0
一律削減　− 1　　事務の統廃合　− 1
図書管理業務　1　　業務見直し　1

小計 13 13

公
営
企
業

水道 1 1

その他 3 3

小計 4 4

合　　　計 76 76

　　（４） 定員管理の数値目標
　　　平成１７年４月１日〜平成２２年４月１日における定員管理の数値目標

平成１７年４月１日職員数 平成２２年４月１日職員数 純減数 純減率

人 人 人 ％

８０ ７６ ４ ５
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２． 職員給与の状況　　
　（１） 人件費の状況（一般会計決算）

　（２） 職員給与費の状況（一般会計）

※ 職員数には公営企業職員は含まれません。
※ 職員手当には退職手当は含みません。

　（３） 職員の平均給料、給与月額等の状況（平成２２年４月１日現在）

（４） 職員の初任給の状況　　　　　　　　　（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

（６） 一般行政職の級別職員数の状況（平成２２年４月１日現在）

（７） 期末手当・勤勉手当　　　　　　　　　　　　（８） 各種手当の状況

区分 住民基本台帳
人口（年度末） 歳出額 A 実質収支 人件費 B 人件費率

B/A
20 年度の
人件費率

21 年度 人 千円 千円 千円 ％ ％
4,574 3,924 ,249 98,967 591,178 15.1 19 .3

区分
職員数 A

給与費 一人当たり
給与費 B/A給料 職員手当 期末勤勉手当 計　B

21 年度 人 千円 千円 千円 千円 千円
72 238,235 22,644 88,095 348,974 4,846

区分
一般行政職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
球磨村 40.5 歳 291,400 316,800

※  「平均給料月額」とは、職員の基
本給の平均です。

※  「平均給与月額」とは、給料に諸
手当を加えた平均です。

区分
一般行政職

球磨村 国
初任給 初任給

大学卒 172,200 円 172,200 円
高校卒 140,100 円 140,100 円

区分
一般行政職

経験年数
10 〜 15 年

経験年数
20 〜 25 年

経験年数
25 〜 30 年

大学卒 256,400 円 331,200 円 367,400 円
高校卒 232,100 円 313,700 円 335,500 円

区分 １級 ２級 3 級 4 級 5 級 6 級
計標準的な

業務内容 主事・技師 主事・技師 係長・参事
主査

課長補佐
主幹

課長
事務局長

総務企画
課長

職員数 8 人 10 人 22 人 11 人 7 人 1 人 59 人
構成比 13.6% 16.9% 37.3% 18.6% 11.9% 1.7% 100%

平成 21 年度実績

一人当たり平均支給額　1,392 千円

支給割合
　　　　　　 期末手当　   勤勉手当
　6 月期　　1.25 月分　　 0.7 月分

　12 月期　　1.5 月分   　　0.7 月分

加算の状況
職務の等級等による加算措置
・役職加算　5 〜 10%

手当名 内容
支給
人数

１人当平均
支給月額

扶養手当
扶養親族のある職員に
支給

35 人 22,600 円

住居手当
住居を借入れている
職員に支給

 8 人 20,900 円

通勤手当
片道 2km 以上の職員に
支給

54 人 5,300 円

管理職手当 課長級職員に支給 8 人 25,600 円
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球磨村情報通信施設事業についてのお知らせ

「どんどや」開催のお知らせ

渡小学校ＰＴＡ全体学年行事

○期日　１月１６日（日）（雨天時はどんどや中止）
○場所　 球磨川河川敷（球磨川下り渡発船場上

流側）
○時間　午前９時３０分〜午前１１時００分
○内容　どんどや・餅焼き・ぜんざい会

（お問合せ先）渡小学校　☎３３−０００９

ご近所の皆様には、ご迷惑をおかけしますが
ご協力をお願いします。
なお、都合の付く方はご一緒に参加いただけ
れば幸いです。

農業日誌・ファミリー日誌
〜平成２３年版予約受付中！〜

１．金　　　額　農業日誌　　　　１，４００円
　　　　　　　　ファミリー日誌　１，４００円
２．申 込 期 限　平成２３年１月７日（金）
３．申し込み先　産業振興課　農業係

○ 品物は産業振興課で現金と引き換えにお渡しし
ます。

　受け渡しは１月上旬の予定です。
　申込み際は直接産業振興課までご連絡下さい。
　産業振興課に見本を用意しています。　

（問合せ先）産業振興課　農業係　☎３２−１１１５

球磨村では、光ファイバー網による情報通信施設を整備中です。
工事にあたっては、皆様へご迷惑をおかけしますが、今後もご協力をよろしくお願いします。

情報通信施設事業について、次の２点についてお知らせします。

（お問い合せ）球磨村役場　総務企画課　企画広報係　☎３２−１１３８

　「テレビジョン放送再送信サービス」及び「インターネット接続サービス」に係る月額利用料を口座振
替によりお支払い頂くため、「口座振替依頼書」の提出をお願いします。
　「口座振替依頼書」は宅内工事の際にお渡ししてありますので、記入・押印のうえ、同封の返信用封筒
にて郵送してください。

　※印鑑は、通帳の印鑑で鮮明に押印してください。
　※ 月額利用料は、平成２３年４月分から徴収（引き落とし）させて頂きます。徴収の際は、引き落と

し日や金額等を改めてお知らせします。

②口座振替依頼書の提出をお願いします

　「インターネット接続サービス」の試験運用を、平成２３年１月１１日（火）正午から開始します。
　インターネットを申し込まれた方には、接続・設定の方法やメールアドレス等の情報を郵送致します。
　また、接続・設定については、初回のみ無料でサポートを行います。詳細につきましては、郵送され
た資料をご確認ください。

【お願い】
　室内に設置させて頂いたデータ通信用変換器（D-ONU）の初期設定のため、電源をコンセントにあら
かじめ接続し、接続したままにしておいてください。

①インターネット接続サービスの試験運用を開始します
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村有住宅入居者を募集します！
若者が安心して子どもを生み育てる環境づくりを推進し、活力ある地域社会づくりのため住宅入居者を募集します。

募集住宅 一王子団地 神瀬住宅 堤岩戸住宅

所在地 球磨村大字渡乙３８８番地６
（球磨村総合運動公園下）

球磨村大字神瀬乙３６番地４
（旧神瀬小学校横）

球磨村大字神瀬甲８１４番地１
（神瀬熊野座神社入口）

構造 木造平屋建　１棟１戸 木造瓦葺２階建　２戸１棟型 木造２階建

募集戸数 １戸（６号棟） １戸（１号住宅） １戸

入居開始 平成２３年２月上旬　　（抽選決定後）

募集期間
及び申込先

○期　間　平成２３年１月４日〜平成２３年１月２１日　（但し、土曜・日曜・祝祭日は除く）
○申込先　球磨村役場総務企画課（☎３２−１１１１）（ ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ　www.kumamura.com）

家賃及び敷金
　　　　　

○家賃　３５，０００円／月
　　　　（公益費を含まない）

○家賃　２０，０００円／月
　　　　（公益費を含まない）

○家賃　３５，０００円／月
（公益費を含まない）

○敷金　１０５，０００円
　　　　（家賃月額の３ヶ月分）

○敷金　６０，０００円
　　　　（家賃月額の３ヶ月分）

○敷金　１０５，０００円
　　　　（家賃月額の３ヶ月分）

その他 浄化槽使用料が別途 必要となります。（人吉衛生設備管理有限会社に直接払い込みになります。）

入居資格

⑴　村内外居住者を問わない。（村外の場合は、入居と同時に住民登録できる者）
⑵ 　現に同居し、又は同居しようとする親族があること。但し、婚約者（入居日以後３ヶ月以内

に結婚できる者）及び内縁関係者の同居者を含む。
⑶　現に住宅に困窮していることが明らかな者であること。
⑷　国税、地方税の滞納がない者であること。
⑸ 　入居者又は同居親族が暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成 3 年法律第 77

号）第２条第６号に規定する暴力団員でないこと。

申込方法

⑴ 　役場総務企画課備え付けの申込用紙に必要事項を記入し、次の書類を添付して提出してくだ
さい。

　ア　 市町村発行の平成２２年度住民課税台帳記載事項証明書または入居される全ての方の
　　　平成２１年中源泉徴収票の写し
　イ　入居される全ての方の平成２１年度、平成２２年度納税証明書
　ウ　家族構成について証明できる住民票謄本、外国人は外国人登録証明書
　エ　内縁関係にある場合は、勤務先の扶養証明書
　オ　婚約者は、媒酌予定者又は双方の親の婚約証明書
⑵　申込者は、収入のある世帯主を原則とする。

入居者の決定

⑴　球磨村営住宅入居者審査会を開催し、入居予定者を決定する。
⑵　入居者の決定通知は、本人宛に通知する。
⑶ 　応募者多数の場合は、審査会で募集目的及び入居資格者に該当する入居予定者の決定があっ

た者のみを公開抽選とする。（２月上旬予定）

入居説明会 入居者決定後、別途通知する。

間取り １
階

２
階

１階

２階
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11
月
27
日
、
旧
一
勝
地
第
二
小

学
校
で
村
と
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
研
究
会
が
主
催
す
る
『
棚
田
の

秋
の
収
穫
祭
』
が
松
谷
棚
田
の
あ

る
旧
一
勝
地
第
二
小
学
校
周
辺
で

行
わ
れ
、
村
外
か
ら
23
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
一
勝
地
駅
に
集
合
し
た
参

加
者
は
、
バ
ス
で
現
地
に
移
動
し
、

開
会
式
の
後
、
た
わ
わ
に
実
っ
た

柿
を
収
穫
、
ま
た
、
10
月
23
日
に

実
施
し
た
「
稲
刈
り
体
験
」
で
収

穫
し
た
米
を
、“
は
が
ま
”
で
炊
き

上
げ
お
に
ぎ
り
に
し
、
近
く
で
は
、

石
臼
と
杵
で
餅
つ
き
の
体
験
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
作
業
を
終
え
た
参

加
者
は
、
竹
の
器
に
盛
ら
れ
た
新

米
の
お
に
ぎ
り
と
漬
物
、
だ
ご
汁

に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
昼
食
を
楽

し
み
ま
し
た
。　
　
　

　

昼
食
後
は
、
収
穫
し
た
柿
で
『
つ

る
し
柿
』
を
作
り
、
そ
ば
を
“
挽

き
臼
”
で
挽
き
、
そ
の
そ
ば
粉
で

『
そ
ば
ぎ
ゃ
あ
』
を
作
り
ま
し
た
。

始
め
て
体
験
し
た
そ
ば
挽
き
は
、

研
究
会
の
会
員
か
ら
挽
き
か
た
を

習
っ
た
後
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
挽

き
臼
を
回
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
棚
田
の
散
策
と
ヤ
ギ
と
の
ふ

れ
あ
い
を
し
、
紅
葉
と
秋
深
い
奥

山
の
小
さ
な
旅
を
満
喫
し
ま
し
た
。

松
谷
棚
田
で
秋
の
味
覚
を
た
ん
の
う

く
ま
む
ら
棚
田
の
秋
の
収
穫
祭　

　11 月 23 日、球磨村観光
協会が主催する『人吉街
道ふれあいウォークの旅』
が開催され、参加者 39 名
が紅葉に彩られた秋空の
下を、清正公岩トンネル

から一勝地温泉かわせみまで歩きました。
　散策の途中では、観光案内人の冨永知敬さん、河
野順子さん、淋剛さんによる観光ガイドをし、柴立
姫神社では参拝した後、臨時茶屋では、淋地区の方
によるお茶の接待でくつろぎました。その後、一勝
寺では紅葉のイチョウやもみじの下で、小川量さん
のハーモニカコンサートが行われ、きれいな音色と
紅葉に参加者の疲れも癒され、ゴールの一勝地温泉
かわせみを目ざし正午過ぎにゴールしました。

紅葉彩る人吉街道を歩く
人吉街道ふれあいウォークの旅

　11 月 21 日、日本棚田百選の松谷棚田で、球磨村
棚田保存会が主催する『花いっぱい運動』が開催さ
れ、一勝地小学校の２年生と４年生をはじめ村内外
から１５０名のボランティアが参加しました。
　参加者は、草刈り機で棚田の草払いを行う班と、
休耕田にチューリップの球根植えと菜の花の種まき
をする班に分かれ作業を行いました。その後、棚田
のヤギとのふれあいを楽しみ、昼食となりました。

　昼食は地元の方
が用意したおにぎ
り、漬物、つぼん
汁、猪肉と鹿肉の
バーベキューでお
腹を満たし、ボラ
ンティア作業を終
えました。

棚田を守るボランティア
松谷棚田で花いっぱい運動

チューリップと菜の花の播種
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あなたは「健康」を何で判断していますか？
「どうもないから・・」と考えていませんか？

「特定健康診査」はあなたの生活を見つめる良い機会です。
車も車検をするように、あなたの体も毎年メンテナンスが
大事です！

保健師よ
り

動脈硬化を
起こした血管

平成 22 年度　特定健康診査
（血圧・血液検査など）追加健診のお知らせ

対象者：平成２２年度特定健康診査未受診者の
　　　　球磨村国民健康保険の 40 〜 74 歳のみなさん
　　　　（受診中の方も、お受け下さいますようにお願いします。）
日時：平成２３年１月１６日（日）　午前９時〜１０時
場所：渡多目的集会施設　　個人負担金：1,000円

※注意事項
・健診前日の午後 8 時以降は飲食をお控えください。
・高血圧・心臓病・抗けいれん剤・喘息治療薬は必ず飲んでおいでください。
　（当日の午前 6 時までに、コップ半分の水で）

平成 22 年度　乳がん・子宮頸がん健康診査　追加健診のお知らせ
○日時：平成２３年１月２６日（日）　午前９時〜１０時
○場所：渡多目的集会施設

【乳がん健診】
対象：30〜 79歳
個人負担金：1,500 円

【子宮頸がん健診】
対象：20〜 79歳
個人負担金 1,000 円

無料クーポン持参の
検査も実施します。

平成 23 年 1 月 7 日（金）までに　健康衛生課　保健師松村・上蔀へ
お申し込みください。（☎ 0966 −３２−１１３９）申し込み方

法

通行規制のお知らせについて
　道路改良工事に伴い、次のとおり通行規制を行います。住民の皆さまにはご迷惑をお掛けしますが、
ご協力をお願いいたします。
村道沢見線（道路改良工事）
【規制期間】平成２３年３月１８日まで　【規制場所】球磨村大字大瀬字坂本地内
【規制内容】時間通行止め

　　※通行止めの時間　　　８：３０〜１０：００　　　１０：１５〜１２：００
　　　　　　　　　　　　１３：００〜１５：００　　　１５：１５〜１７：００

　（お問合せ先）球磨村役場　建設課　☎３２−１１１６
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自
然
を
感
じ
、
自
分
で
成
し
遂
げ
る
力
を

球
磨
村
の
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
に
！

　
　
　

球
磨
中
生
「
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
」
を
体
験

　

12
月
５
日
、
Ｊ
Ｒ
一
勝
地
駅
下

で
、
球
磨
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
キ
ャ

ン
プ
場
が
主
催
す
る
『
ツ
リ
ー
イ

ン
グ
』
が
開
催
さ
れ
、
球
磨
中
学

校
３
年
生
25
名
が
初
め
て
の
体
験

を
し
ま
し
た
。

　
『
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
』
と
は
、
ハ
ー

ネ
ス
と
呼
ば
れ
る
安
全
器
具
を
体

に
つ
け
、
吊
る
し
た
ロ
ー
プ
を
利

用
し
て
木
な
ど
に
自
分
の
力
で
登

る
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
、
こ
の
日

は
、
球
磨
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
キ
ャ

ン
プ
場
の
坂
田
聡
さ
ん
、
立
野
将

一
さ
ん（
人
吉
市
）が
講
師
と
な
り
、

子
ど
も
達
を
指
導
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
は
、
初
め
て
の
体
験

に
、
な
か
な
か
登
れ
ず
苦
労
し
ま

し
た
が
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
自

分
で
４
ｍ
〜
７
ｍ
の
木
に
登
っ
て

い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
楽

し
か
っ
た
」「
ま
た
や
っ
て
み
た
い
」

な
ど
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

主
催
し
た
、坂
田
聡
さ
ん
は
、「
こ

の
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
木
の
ぬ

く
も
り
を
感
じ
、
自
然
に
生
き
る

生
き
物
を
見
た
り
し
な
が
ら
、
体

力
の
向
上
や
、
自
然
を
大
切
に
す

る
心
、
自
分
の
力
で
成
し
遂
げ
る

力
を
養
っ
て
も
ら
い
た
い
。
上
達

す
る
と
、
隣
の
木
に
移
っ
た
り
、

木
の
上
に
ハ
ン
モ
ッ
ク
を
か
け
遊

ん
だ
り
出
来
る
。
宮
崎
県
で
は
学

校
行
事
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
、
子

ど
も
達
の
学
習
の
場
に
な
っ
て
い

る
。
是
非
、
球
磨
村
で
も
多
く
の

子
ど
も
達
に
体
験
し
て
も
ら
い
、

球
磨
村
の
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
定
着
さ
せ
た
い
。」
と
今
後
の
目

標
を
語
り
ま
し
た
。

　　

体
験
し
た
い
方
や
、
学
校
行
事

な
ど
で
実
施
さ
れ
た
い
場
合
は
、

球
磨
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
キ
ャ
ン
プ

場
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
電
話　

３
３
‐
０
０
０
２
）

村道相良橋・城山線

通行止めのお知らせ
　相良橋・城山線の小川橋におきまして、来年１月
末に通行止めを行いながら、新設小川橋の橋桁架設
工事を施工する予定ですので、ご迷惑をおかけしま
すがご協力をお願いします。

○通行止め期間　　平成２３年１月２７日（木）
　　　　　　　　　〜平成２３年２月５日（土）
○通行止め時間　午前９時〜午後５時

※歩行者・自転車については、安全に誘導します。
　変更の場合は事前に連絡します。

（お問合せ先）
（施工会社）株式会社　日本ピーエス　熊本営業所
　　　　　　　☎０９６−２８８−９９１１
　球磨村役場　建設課　☎３２−１１１６

　

12
月
16
日
、
熊
建
労
球
磨
村
分
会
の
松
舟
正
分
会
長
と

田
頭
一
博
財
政
部
長
が
、
役
場
を
訪
れ
、
桺
詰
村
長
へ
10

月
に
開
催
し
た
『
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
』
の
無
料
包
丁
研
ぎ

コ
ー
ナ
ー
で
、
み
な
さ
ん
か
ら
頂
い
た
募
金
を
社
会
福
祉

の
た
め
に
寄
付
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
舟
会
長
は
、「
包
丁
研
ぎ
は
、
熊
建
労
を
広
く
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
毎
年
好

評
を
頂
い
て
お
り
、
今
年
は
昨
年
よ
り
50
本
多
い
１
５
０

本
を
研
ぎ
皆
様
か
ら
暖
か
い
志
を
頂
き
ま
し
た
。
社
会
福

祉
の
た
め
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
村
長
へ
手
渡
し
、

受
取
っ
た
桺
詰
村
長
は
、「
毎
年
、
寄
付
い
た
だ
き
大
変

あ
り
が
た
い
。
ぜ
ひ
、
社
会
福
祉
の
た
め
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

福祉のために皆様の善意を寄付

熊建労球磨村分会

渡小学校

千寿園 工事箇所
小
川
川

一勝地　国道２１９号 人吉

初めての体験で途惑いながらも木に登りました

寄付金を桺詰村長へ手渡す松舟会長
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鳥
居
も
新
た
に
奉
納

　
　
　
　

遠
原
地
区
「
山
の
神
祭
り
」

　

旧
暦
の
10
月
26
日
に
あ
た
る
12

月
１
日
、
一
勝
地
遠
原
地
区
で
山

の
神
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

当
地
区
の
祭
り
は
、
神
前
に
供

え
る
「
シ
ト
ギ
」
や
、
魚
・
ご
飯

を
の
せ
る
「
八
つ
棚
」
な
ど
、
神

事
に
か
か
る
一
切
の
も
の
を
男
衆

が
準
備
し
、
女
性
は
神
事
後
の
直

会
を
準
備
し
ま
す
。

　
「
八
つ
棚
」
は
竹
を
編
ん
で
板
木

を
通
し
た
も
の
で
８
段
あ
り
、
１

段
に
魚
４
匹
と
ご
飯
を
の
せ
供
え

ら
れ
ま
す
。

　

神
事
は
、
遠
原
地
区
を
は
じ
め
、

地
区
の
男
性
な
ど
20
名
が
参
拝
し
、

そ
の
後
、お
供
え
し
た「
こ
の
し
ろ
」

を
焼
い
て
肴
に
し
、
お
神
酒
を
酌

み
交
わ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
祭
り
を
前
に
、
10
年
を

経
過
し
古
く
な
っ
た
鳥
居
を
今
回

新
た
に
建
立
、
奉
納
し
ま
し
た
。

鳥
居
の
木
に
は
樹
齢
40
年
の
檜
を

遠
原
真
二
さ
ん
が
奉
納
さ
れ
、
松

谷
地
区
の
毎
床
晃
さ
ん
が
作
ら
れ

た
も
の
で
、
今
回
は
長
持
ち
す
る

よ
う
防
腐
剤
を
塗
っ
て
建
立
さ
れ

ま
し
た
。

新たに建立された鳥居

全員で応援し、全員が完走しました！
第１回 村内小学校持久走大会

　

12
月
15
日
、
第
１

回
村
内
小
学
校
持
久

走
大
会
が
開
催
さ

れ
、
児
童
２
０
０
人

が
総
合
運
動
公
園
の

周
回
コ
ー
ス
を
完
走

し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
大

会
会
長
で
一
勝
地

小
学
校
の
中
村
和
弘

校
長
が
、「
途
中
き

つ
く
止
め
た
い
と
思

う
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
我
慢
し
て
最
後

ま
で
走
り
ぬ
い
て
く

だ
さ
い
。」
と
挨
拶
、

続
い
て
児
童
を
代
表

し
て
、
渡
小
学
校
６

年
生
の
舟
戸
一
く
ん

が
「
持
っ
て
い
る
力

を
出
し
切
り
、
ゴ
ー

ル
ま
で
走
り
抜
く
こ

と
を
誓
い
ま
す
。」

と
力
強
く
宣
誓
を
し

ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
、
１
年
生
と
２
年
生

が
１
㎞
、
３
年
生
と
４
年
生
が

１
・
５
㎞
、
５
年
生
と
６
年
生
が
２

㎞
で
、
距
離
と
記
録
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
走
る
選
手
を
全
員
で
応

援
し
、
最
後
ま
で
走
る
こ
と
、
応

援
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ

持
久
走
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
結
果
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）】

　
（　

）
内
は
小
学
校
名

１
年
生　

男
子

　

１
位　

遠
原　

大
輝
（
一
勝
地
）

　

２
位　

板
﨑　

暖
樹
（
一
勝
地
）

　

３
位　

那
良　

渉
太
（
渡
）

１
年
生　

女
子

　

１
位　

内
田　

美
紅
（
渡
）

　

２
位　

伊
高　

夢
真
（
渡
）

　

３
位　

前
原　

涼
夏
（
一
勝
地
）

２
年
生　

男
子

　

１
位　

佐
々
木
瑠
希
（
渡
）

　

２
位　

内
山　

友
希
（
渡
）

　

３
位　

野
々
原
佑
也
（
一
勝
地
）

２
年
生　

女
子

　

１
位　

遠
原　

陽
菜
（
一
勝
地
）

　

２
位　

毎
床　

藍
成
（
渡
）

　

３
位　

中
井　

侑
未
（
一
勝
地
）

３
年
生　

男
子

　

１
位　

板
﨑　

太
樹
（
一
勝
地
）

　

２
位　

澤
見
悠
太
朗
（
渡
）

　

３
位　

坂
本　

真
宥
（
一
勝
地
）

３
年
生　

女
子

　

１
位　

椎
屋　

寧
音
（
渡
）

　

２
位　

大
無
田
佳
純
（
渡
）

　

３
位　

遠
原　

彩
希
（
渡
）

４
年
生　

男
子

　

１
位　

糸
原　

樹
哉
（
渡
）

　

２
位　

浦
野　

克
喜
（
一
勝
地
）

　

３
位　

毎
床　

彰
啓
（
一
勝
地
）

４
年
生　

女
子

　

１
位　

鎌
畑　

美
咲
（
一
勝
地
）

　

２
位　

大
岩
優
希
菜
（
渡
）

　

３
位　

大
瀨　

未
来
（
一
勝
地
）

５
年
生　

男
子

　

１
位　

遠
原　

柾
希
（
渡
）

　

２
位　

池
﨑　

辰
紀
（
渡
）

　

３
位　

廣
瀨　

拓
也
（
一
勝
地
）

５
年
生　

女
子

　

１
位　

内
山　

詩
乃
（
渡
）

　

２
位　

鵜
口　

栞
奈
（
渡
）

　

３
位　

椎
屋　

茉
由
（
渡
）

６
年
生　

男
子

　

１
位　

内
田　

汰
輝
（
渡
）

　

２
位　

水
篠　

友
哉
（
渡
）

　

３
位　

舟
戸　

一　

（
渡
）

６
年
生　

女
子

　

１
位　

井
本
菜
奈
実
（
渡
）

　

２
位　

山
口　

瑠
花
（
渡
）

　

３
位　

佐
々
木
羅
夢
（
渡
）

１年生も２年生も最後まで完走しました
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11
月
18
日
（
木
）、
渡
保
育
園

の
年
長
児
そ
ら
組
の
園
児
24
名
と

上
田
園
長
、
保
育
士
さ
ん
が
、
勤

労
感
謝
の
日
を
前
に
球
磨
村
役
場

を
訪
れ
、「
毎
日
、
お
仕
事
お
疲
れ

様
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。」
と
園
児
が
作
っ
た
来

年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
と
わ
ん
ぱ
く
農

園
で
育
て
た
大
根
、
白
菜
、
里
芋
、

サ
ツ
マ
イ
モ
、
ね
ぎ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。

　

受
け
取
っ
た
川
口
副
村
長
は
、

「
皆
さ
ん
か
ら
の
言
葉
で
元
気
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
仕
事
を
し
ま
す
。」
と
お
礼
を
述

べ
ま
し
た
。

　

11
月
19
日
（
金
）
に
は
、
こ
が

ね
保
育
園
の
３
歳
児
以
上
の
園
児

20
名
と
中
井
園
長
、
保
育
士
さ
ん

が
、
球
磨
村
役
場
を
訪
れ
、「
お
仕

事
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
桺
詰

村
長
へ
園
児
が
作
っ
た
来
年
の
カ

レ
ン
ダ
ー
と
、
植
木
鉢
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。
受
取
っ
た
柳
詰

村
長
は
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
や
植
木
鉢

を
見
な
が
ら
、
皆
さ
ん
が
保
育
園

で
楽
し
く
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

頑
張
り
ま
す
。」
と
お
礼
を
述
べ
ま

し
た
。

　

渡
保
育
園
は
、
Ｊ
Ｒ
を
利
用
し

一
勝
地
駅
か
ら
役
場
ま
で
、
こ
が

ね
保
育
園
は
園
舎
か
ら
役
場
ま
で

そ
れ
ぞ
れ
歩
い
て
訪
問
を
し
ま
し

た
が
、
長
い
距
離
で
も
頑
張
っ
て

歩
き
、
笑
顔
で
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

可
愛
い
園
児
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
や
野
菜
、
植
木

鉢
の
他
に
笑
顔
も
も
ら
い
ま
し
た
。

 

可
愛
い
園
児
か
ら
の
贈
り
物

　
　
　

渡
保
育
園
と
こ
が
ね
保
育
園
が

　
　
　
　
　
　

勤
労
感
謝
の
日
を
前
に
役
場
を
訪
問

　

12
月
11
日
、
球
磨
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
清
流

館
（
旧
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
）
で
球
磨
村
子
育
て
創
生
事

業
「
長
谷
川
義
史
絵
本
ラ
イ
ブ
」
が
開
催
さ
れ
、
園
児
や

児
童
、
保
護
者
２
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

長
谷
川
義
史
さ
ん
は
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
を
経
て
、『
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
お
じ

い
ち
ゃ
ん
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
』
で
絵
本

デ
ビ
ュ
ー
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
作
品
を
発
表
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

当
日
も
、
大
阪
弁
で
絵
を
描
き
な
が
ら
話
し
た
り
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
た
り
と
、
集
ま
っ
た
園
児
も
、
長

谷
川
さ
ん
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
保
護
者

も
大
阪
弁
と
ユ
ニ
ー
ク
な
話
に
笑
い
、
ま
た
読
み
聞
か
せ

の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
14
日
、
渡
小
学
校
で
人
権
集
会
が
行
わ
れ
、
相
良

村
で
鍼
灸
師
を
し
な
が
ら
マ
ラ
ソ
ン
や
、
音
楽
活
動
を
さ

れ
て
い
る
福
山
洋
二
さ
ん
が
講
演
を
し
ま
し
た
。

　

福
山
さ
ん
は
、
小
学
生
の
頃
、
視
力
が
低
下
し
、
現
在

は
ま
っ
た
く
目
が
見
え
な
い
状
態
で
す
が
、
児
童
と
体
育

館
を
70
周
走
っ
た
り
、
作
詞
・
作
曲
さ
れ
た
歌
を
み
ん
な

で
歌
い
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
は
、「
目
が
見
え
な
い
こ
と
で
、
意
地
悪

も
さ
れ
ま
し
た
が
、
助
け
て
く
れ
る
友
達
も
い
た
。
昔
も

今
も
同
じ
で
、
意
地
悪
を
す
る
こ
と
は
よ
く
な
い
、
意
地

悪
を
し
て
い
る
人
が
い
れ
ば
止
め
て
く
だ
さ
い
。」
と
経

験
か
ら
他
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を

話
さ
れ
ま
し
た
。

思いやりの心が大事
渡小学校で人権集会

絵本の読み聞かせに感動
長谷川義史さん絵本ライブ

長谷川さんの話と絵に子ども達も大喜びでした

ギターを弾きながら歌をうたう福山洋二さん

渡保育園

こがね保育園
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人吉・球磨地域にお住まいの全ての方を対象とした

家計の無料法律相談会 開催いたします。

借金問題等を中心とした日常生活に関わる心配ごとについて、

一人で悩まず、ご相談ください。

☆臨床心理士による「こころの健康相談」もあります。

日時　２月２日（水）　受付：午後１時〜午後４時
　　　　　　　　　　　（予約不要ですが、予約があれば優先します）

場所　球磨村コミュニティーセンター清流館（旧生活改善センター）

球磨郡球磨村渡丙１７３０（球磨村役場横）　　お問合せ�　☎３２−１１１１　

《２月以降の予定＝３月（人吉市会場》

毎月、人吉・球磨のいずれかの地域で相談を受けることが出来ます。

〈主催〉人吉球磨生活支援ネットワーク
　　　　　（人吉・球磨地域の自治体と社会福祉協議会の相談担当者の連絡協議会）

　　　　熊本県弁護士会・熊本県司法書士会

秘密厳守

相談無料

　

12
月
１
日
、
総
合
運
動
公
園
多

目
的
広
場
で
、
球
磨
村
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
協
会
（
高
沢
欣
一
会
長
）

主
催
の
、
共
同
募
金
杯
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
霧

の
た
ち
こ
め
る
中
、87
人
（
17
チ
ー

ム
）
が
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
と
自
分

の
ス
コ
ア
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、高
沢
会
長
が
「
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
さ
れ
、

最
後
ま
で
楽
し
く
プ
レ
ー
し
て
く

だ
さ
い
。」
と
挨
拶
、
続
い
て
川
口

副
村
長
が
「
和
気
あ
い
あ
い
の
中

に
、
優
勝
を
目
ざ
し
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。」
と
祝
辞
を
述
べ
、
村
議

会
柳
詰
議
長
が
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
さ
れ
、
親
睦
と
融
和
が

図
ら
れ
ま
す
よ
う
祈
念
し
ま
す
。」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
８
ホ
ー
ル
の
２
コ
ー

ト
、
計
16
ホ
ー
ル
を
回
り
、
合
計

打
数
の
少
な
い
選
手
が
上
位
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
１
打
で
リ
ン

グ
の
中
に
止
ま
る
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
も
数
多
く
飛
び
出
し
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
も
あ
り
、
霧
の
中
で

も
素
晴
ら
し
い
ス
コ
ア
で
回
ら
れ

ま
し
た
。

【
結
果
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）】

（
男
子
）

　

優
勝　

橋
本　

時
男
（
34
打
）

　

２
位　

大
無
田
喜
一
（
35
打
）

　

３
位　

山
口　

道
人
（
36
打
）

（
女
子
）

　

優
勝　

遠
原
ル
リ
子
（
35
打
）

　

２
位　

西　

テ
イ　

（
37
打
）

　

３
位　

立
野
惠
美
子
（
37
打
）

※ 

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
は
多
数
の
た

め
省
略

 
狙
う
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

　
　
　
　

第
４
回
共
同
募
金
杯
Ｇ
Ｇ
大
会

霧の中、ホールを狙いました
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少
年
軟
式
野
球
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

球
磨
Ｆ
ホ
ー
ク
ス
が
準
優
勝

　

11
月
23
日
・
27
日
に
球
磨
村
総

合
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
た
秋
季

連
盟
会
長
杯
（
球
磨
郡
軟
式
野
球

連
盟
主
催
）
で
球
磨
Ｆ
ホ
ー
ク
ス

（
中
津
誠
司
監
督
）
が
準
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。

　

球
磨
Ｆ
ホ
ー
ク
ス
は
、
野
球
の

楽
し
さ
を
子
ど
も
達
に
教
え
る
た

め
に
設
立
さ
れ
、
今
年
で
６
年
目
。

小
学
生
を
対
象
と
し
て
毎
週
土
曜

日
・
日
曜
日
と
祝
祭
日
に
球
磨
村

運
動
公
園
で
年
間
を
通
し
て
練
習

し
て
い
ま
す
。
練
習
内
容
は
、
子

ど
も
達
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
、

低
学
年
、
高
学
年
に
別
れ
て
指
導

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
練
習
会
場

と
し
て
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
運
動
公
園
の
ゴ
ミ
拾
い
や
廃

品
回
収
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
い
な
が
ら
、
野
球
を
通
し

て
青
少
年
の
健
全
育
成
に
も
貢
献

し
て
い
ま
す
。

　

公
式
試
合
は
、
年
間
を
通
じ
て

約
10
大
会
開
催
さ
れ
て
お
り
、
全

て
の
試
合
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

　

今
大
会
で
は
、
１
回
戦
を
水
上

ワ
イ
ル
ド
ボ
ワ
ー
ズ
に
14
対
０
で

勝
利
し
、
２
回
戦

で
は
錦
ヤ
ン
キ
ー

ス
に
４
対
３
と
接

戦
を
制
し
、
決
勝

で
あ
さ
ぎ
り
ガ
ッ

ツ
に
７
対
９
と
惜

し
く
も
敗
れ
ま
し

た
が
、
見
事
な
準

優
勝
を
飾
り
ま
し

た
。

　

球
磨
Ｆ
ホ
ー
ク

ス
で
は
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
小
学

生
は
保
護
者
の
同

意
の
う
え
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

（ご連絡先）
渡地区　　（舟戸　勲　 ☎３３−０９４３）
一勝地地区（馬場　豊　 ☎３２−０４９２）
神瀬地区　（坂本　辰美　☎0966−８４−０７７６）

自慢の家を応募してみませんか？
平成２２年度「第６回人吉・球磨地域木材住宅コンクール」作品応募案内

【趣　旨】�　熊本県産材需要拡大の一環として実施
するもので、県産材を活用した、優れた
木造住宅を顕彰し、受賞した住宅等を広
報することで、一般消費者などに木造住
宅の良さを PR し、ひいては県産材の需
要拡大につなげることを趣旨としていま
す。

【対象となる住宅】
１）  用途・構造：戸建て専用住宅・木造（人吉・球

磨地域産もしくは熊本県産材を５０％以上使用）
２） 規　　　模：延べ床面積　３００㎡未満
３） 建　設　地：人吉市内及び球磨郡内
４） 建 築 時 期： 平成２０年１２月１日から平成２３

年１月２１日の間に完成したもの
【応募資格者及び応募点数】
１）  建築主、設計者又は施工者とします。但し、

設計者又は施工者が応募する場合は建築主の
同意を得てください。

２） 応募点数についての制限はありません。
【応募の手続き】
１) 提出図書について
　 ①応募申込書　

　②平面図、配置図 
　③住宅の写真（外観及び内装がわかるもの数点）
２）提出期間：平成２２年１２月１日から
　　　　　　　平成２３年１月２１日まで
３）提出及び問い合わせ先
　　熊本県球磨地域振興局農林部林務課内
　　〒 868-8503　人吉市西間下町一本杉 86-1
　　球磨地域木材需要促進対策協議会事務局
　　TEL：24-4115　FAX：24-4127〔担当：松井〕

【審　査】   文書で審査ののち、優秀候補について
は現地審査を実施する場合があります
ので、あらかじめご了承下さい。（時
期は平成２３年２月予定）

【表　彰】
１）賞　　 ●最優秀賞…１点　●特別賞…１点　

●優秀賞…３点
・ 住宅を表彰するものとし、建築主、設計者、施

工者の３者に賞状を贈呈します。
・賞品は建築主に贈呈します。
２）表彰式：平成２３年２月開催予定。

主催：球磨地域木材需要促進対策協議会

準優勝した球磨Ｆホークスチーム
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特集 「球磨村文化協会」　シリーズ⑦

★次回もサークルをご紹介いたします。
（問い合わせ先）球磨村文化協会事務局（球磨村教育委員会内）☎３２−１１１７

今回は、球磨村文化協会の「詩吟サークル」と「押し花サークル」をご紹介します。
活動内容を少しだけご紹介しますので、興味のある方、又は是非参加したい方はご連絡をお待ちしています。
お気軽に代表者、または文化協会事務局へご連絡下さい。

◆詩吟サークル　　平成２２年度会員、現在８名

　香雲堂吟詠桜箏会神瀬支部の誕生は、実に昭和が６４年１月で終わった１年前の５月頃でした。以来、
２３年も続いているのは、詩吟の持つ魅力が尽きない為だと思います。誕生から死に至るまで、人の一
生の節目に添った詩があります。孫の初節句に、そして結婚式に詩吟をして大変喜ばれた人も大勢いま
す。自然のうつろいも、聖賢の目を通して見ると、深く、優しく感じる事が出来ます。
　今、「歴女」という言葉が生れている程、歴史に関心を持つ人が多くなっているようですが、大河ド
ラマに出て来る西郷南州や、勝海舟の詩、又、中国の李白・杜甫という大詩人の詩等を吟じる時、その
時代背景と、その時代にどのように生きていたかを学びながらしますので、直接、肌で感じ取れる喜び
があるのです。
　又、吟を通じて吟友との輪も広がり、人生経験も豊かなになります。少々身体が動き辛くなっても、
９０歳を過ぎても続けている人も大勢います。本当に楽しいですよ！！
　現在、第２・第４土曜日の午後１時半から、神瀬地区多目的集会施設で練習しています。
　年齢、男女問わず、新人大歓迎です。「やってみよかー！！」と思ったらご連絡ください。

◆押し花サークル　　平成２２年度会員、現在６名

　白坂先生にご指導いただき、早いもので２０年を迎えることが出来ました。旧基幹集落センターや
まなみ和室で行っていた頃は約２０名の会員がいましたが、その後、球磨村ふるさと振興センター和
室に移った時期には１５名程度でありました。現在は６名で、白坂先生宅や堤岩戸地域学習センター
を使用させていただき、月１・２回、和気藹々の中、楽しく活動しています。
　山江村からも３名が参加される中、山江村文化祭へも出品
をされており、その腕は２年連続金賞を受賞されるほどです。
押花は指先を使いますので、痴呆予防に効果的であり、生き
がいを感じています。又、道行く度に目についた好みの草花
を使って完成した作品は格別で、感動します。
　皆さんも是非参加してください。私たちと感動を体験しま
しょう。

押花サークル　　代表　大島　津喜　☎３３−０８４３

詩吟サークル　　代表　多武 マサ子　☎３４−０５１８
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球磨村地域子育て支援センター“陽だまり”
〒 869-6401 球磨郡球磨村大字渡乙 763（渡保育園内）
TEL（0966）33 − 0125　FAX（0966）33 − 0173
ホームページ　http://www7.ocn.ne.jp/~watarih/
Email　watari@mocha.ocn.ne.jp

＊ブログもやってま〜す。携帯からもみられますよ！

「球磨村地域子育て支援センター　陽だまり」は、月〜金の 9:00 〜 16:00、土曜日は８:00 〜 13:00 まで開放しています。
陽だまりサロンも月に３〜４回やっています。下記の日程をごらんになり、親子でそしてマタニティさんもどうぞお気軽
においでください。お待ちしています。

　 　「陽だまり」
行事予定１月

　６日㈭陽だまりサロン
　８日㈯りんごの木サークル
１２日㈬陽だまりサロン
１８日㈫陽だまりサロン
　　　　ママ誕生会
２０日㈭３才６〜８か月健診
２５日㈫陽だまりサロン
２７日㈭
   ３〜４、８〜９か月健診

今回は、渡保育園の０才・１才のお部屋におじゃましました。

《３〜4・8〜９ヶ月健診》

こんにちは。渡保育園です！

講師・渡保育園 竹本看護師
による「感染症」についての
お話を聞きました。

《赤ちゃんこんにちは》

《陽だまりサロン》

０才児何でも食べるよ。

寒さに負けず、毎日元気にすごしています。
　あそびにきてね　)^o^(

球磨村にちっちゃな仲間の登場です。
見かけたら声かけてね !!

講師の山室まり先生によるベビービクスで皆
さん楽しいひと時を過ごしました。

わんぱく畑の高
菜で漬物をつく
りました。

赤ちゃん
　　大集合

１才児お食事タ

イム。自分で食

べま〜す。

お外は寒くても平気。
床暖でぬくぬく。

大きなツリー、みんな
で作ってます。

型
は
め
遊
び
。

　

楽
し
い
よ
♪

初めまして。
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寄
せ
ら
れ
た
善
意

香典返し

社会福祉協議会

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ
御
遺
族
の
方
々

か
ら
香
典
返
し
と
し
て
御
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
皆
様
の
お
気
持
ち
を
大
切

に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

 　
（
11
月
分
）

○ 

中
神　

眞
一　

様
（
故　

永　

）

　

救 

急 

法 

講 

習 

会

　

11
月
28
日
に
、
人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
西
分
署
か
ら

四
名
の
職
員
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
、
救
急
法
講
習
会

を
行
な
い
ま
し
た
。

　

毎
年
、
年
一
回
西
分
署
の
方
に

お
願
い
し
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
実
技
講

習
を
行
な
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

実
習
の
前
に
説
明
が
あ
り
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
は
、
心
臓
が
完
全
停
止
の
状

態
で
は
使
用
し
て
も
作
動
し
な
い

と
言
う
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
前

に
は
、
心
肺
蘇
生
法
を
必
ず
行
な

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
こ
と

で
す
。

　

心
肺
蘇
生
法
と
は
、
簡
単
に
言

え
ば
、
気
道
確
保
・
人
工
呼
吸
と

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
な
う
こ
と

で
す
。

　

職
員
一
人
一
人
が
人

形
を
使
っ
た
胸
骨
圧
迫

や
人
工
呼
吸
を
行
な
い

ま
し
た
が
、
ど
う
し
て

も
人
工
呼
吸
が
上
手
く

い
か
な
い
時
は
、『
胸

骨
圧
迫
だ
け
で
も
い
い

か
ら
続
け
て
下
さ
い
。』

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
近
は
、
様
々
な
場

所
で
見
か
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
万
一

の
時
に
操
作
出
来
る
よ

う
に
マ
ス
タ
ー
し
、
心

肺
蘇
生
法
も
出
来
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

○ 

板
﨑　

義
則　

様
（
故　

マ
チ
エ
）

○ 

松
谷　

康
晴　

様
（
故　

幸　

德
）

○ 

犬
童　

勝
義　

様
（
故　

袈　

義
）

○ 

淋　

ケ
サ
ノ　

様
（
故　

代　

次
）

○ 

和
田
勇
一
郎　

様
（
故　

イ
ツ
エ
）

○ 

大
瀨
眞
智
子　

様
（
故　

宗　

光
）

○ 

蔀　

エ
ミ
子　

様
（
故　

福　

美
）

○ 

吉
村　

弥
生　

様
（
故　

正　

彦
）

○ 

内
布　

偉
貴　

様
（
故　

惠　

子
）

　

心
配
ご
と
相
談　

気
軽
に
相
談
を

　

生
活
す
る
上
で
の
様
々
な
悩
み
や
問
題
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
種
々
の
関
係
機
関
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

解
決
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
し
ま
す
。

　

◎
相
談
日　

毎
月
第
4
金
曜
日

　

◎
時　

間　

午
前
9
時
〜
12
時

　

◎
場　

所　

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
せ
せ
ら
ぎ
」

　

◎
問
合
先　

球
磨
村
社
協　
　

☎
３
２
‐
０
０
２
２

テーマ　お正月料理
　おせち、お屠蘇など、お正月のしきたりには、健康や豊穣など、
人々の様々な願いが込められています。ここでいくつか紹介し
ます。
　お屠蘇・・ 新年を祝うもので、漢方薬の中の生薬を配合した

ものを酒やみりんに浸して作ります。年長者が若者の生命力にあや
かるという意味をこめ年齢の若い順に飲むとされています。

　御雑煮・・ 大晦日に神様にお供えした物を、元旦に「神様と一緒にいただく」
と言うものです。

　また、おせち料理の中にもいろんな意味が込められていますが、それ以上に利
に叶ったバランスの良い健康食なのです。
　バランスの良い食事をするために取りたい食品の頭文字を取って「まごは（わ）
やさしい」で食事を作ると長寿食と言われています。
　（ま）豆類　（ご）ごま等（わ）わかめなど海藻類（や）野菜類　（さ）魚　
　（し）椎茸などきのこ類　（い）じゃが芋、里芋など芋類

　ここで、一般のおせち料理の中で入っているものを考えてみましょう。
　黒豆・駄作り・昆布巻き・なます・海老やぶりなどの焼き物や煮物・煮しめ・
きんとん　などのように「まごはやさしい」で揃っています。
　毎日の食卓に続けるのは難しいですので、3 日 1 回でも構わないので少し実践
してみてはいかがでしょうか。また、ふりかけに、ゴマ、鰹節、青海苔などが入っ
ているものを使えば（作っても良いでしょう）、「まごわやさしい」を出来るだけ
取り入れらます。

（栄養士　中山千絵）

早期に
119番通報

早期に
心肺蘇生

早期にAED 早期に
病院搬送
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青年団活動の記録

（Blue Halcyon Times）

〜 100％の確率で、「笑う」・「泣く」・「楽しむ」の３つを体感したいあなたへ！〜
青年団の活動に参加してみませんか？暇なときに「参加してみようかな〜。」
という感じで大丈夫です！！他の市町村の方でも誰でも参加できます。
ホームページには広報と違った一面を載せてます (*^_^*)

　　　（パソコン）http://k-ypa. net/　（携帯電話）http://k-ypa.  net/i/

名前：蔀　祐太朗
役職：新入団員
一言：他の町村と
の交流もあって、
いい出会いもある
かもしれんですよ
（笑）」

メンバー紹介！☆第７弾☆

☆全国青年祭☆ 〜６年ぶり
　球磨村団員が参加〜

　平成２２年９月に、人吉球磨一円で開催された熊本県総合青年祭に出場（卓球：中渡君、大岩君、原さん・野球：
蔀君）、みごと優勝し、１１月１２日〜１５日に東京都で開催された、全国青年祭に熊本県代表として参加しました！

１日目

３日目　卓球の試合です

　卓球は、『全国の人と楽しく和気あいあいとプレイすること』を目標とし
て挑みました。さすがは全国大会、レベルがすごく高く、自分たちのレベル
では到底かないません (+o+)
　ですが、早い球にも食らい付き、チャンスがあれば打ち込みと、悔いの無
いよう、それぞれが力を出し切りました。
　結果は個人戦、団体戦とも惨敗でしたが、初心者ならではの珍プレイも飛
び出し、選手も応援も楽しみながらプレイできました。

　球磨村の団員が出場した競技は惜しくも１回戦敗退となってしまいましたが、
全国大会に出場できたということは、大きな１歩であり、来年は球磨村からも多
くの人が出場できるよう、また１年間それぞれの競技の練習に励み、スポーツか
ら少しでも地域に貢献できたらと思います。
　また今回、物品販売など多くの方々にご協力いただきました。おかげで本当に
いい経験をさせていただいたことを厚く御礼申し上げます。ありがとうございま
した。

最後に…　　４日目　帰宅

　軟式野球の試合。蔀君は『２番セ
カンド』で出場しました。
相手は、岩手県！
１打席目　死球
２打席目　遊ゴロエラー
３打席目　四球
４打席目　左前安打と、
２打数１安打、なんと全打席出塁と
いう素晴らしい内容でした。
試合は２−６で負けてしまいました。

開会式！
２日目    さっそく

野球の試合です
　開会式は東京都武道
館で開催され、全国か
ら約１５００人の参加
がありました。
　その中で中渡君は熊
本県の紹介をしました。
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　　　　　　　　　　　　　　　1　月 の 行 事 予 定 　 　（ 変更になる場合もあります ）

日 月 火 水 木 金 土

 1元日

2 3 4
◆役場仕事初め式
◆球磨村成人式
（10:00〜やまなみ）

5
◆消防出初式
　（10:00 〜　運公）

6 7
◆交通安全出発式
　安全祈願祭

8

9 10 11
◆ インターネット
接続サービス試
験運用  開始日

○区長文書
○ 広報お知らせ版
発行

12 13 14 15

16
◆特定健康診査
（9:00〜　渡多）
◆ 乳がん・子宮頸
がん健康診査
（9:00〜　渡多）

17 18 19 20 
◆３歳６ヶ月児健診
（13:00〜　渡多）

21 22 

23
◆「必勝合格祈願ノ旅」
（9:00〜　一勝地駅）
◆「新春大笑い」
（10:30〜かわせみ別館）

24 25
○区長文書
○ 広報くまむら1月
号発行

26
◆行政相談
（9:30〜 清流館）
◆おもてなし研修会
（13:00〜 やまなみ）

27 28 29

30 31

※〔清流館〕＝球磨村コミュニティセンター清流館、〔渡多〕＝渡多目的集会施設、〔神多〕＝神瀬多目的集会施設、〔やまなみ〕＝石の交流館「やまなみ」
   〔かわせみ〕＝一勝地温泉かわせみ、〔渡小〕＝渡小学校、〔一小〕＝一勝地小学校、〔球中〕＝球磨中学校、〔運公〕＝総合運動公園

みんなの
広　場
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後
狂
句

こ
の
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。
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。
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今
回
に
て
、
課
題
「
笠
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だ
き
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。
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・
忘
年
会　

親
子
で
帰
る　

午
前
様

・
猫
も
エ
コ　

し
っ
ぽ
で
返
事　

し
て
い
ま
す　
　
　

（
カ
ヅ
子
）

役場年始閉庁

役場年始閉庁
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後

集

編

記

氏　

名

年
齢

地　

区

板
﨑　

マ
チ
エ

87
才

野
々
原

黄
檗　

ア
キ
子

76
才

黄　

檗

和
田　

イ
ツ
エ

82
才

和　

田

犬
童　

袈
義

94
才

黒　

白

淋　
　

代
次

73
才

向　

淋

松
谷　

幸
德

96
才

松　

谷

大
瀨　

宗
光

60
才

上　

原

蔀　
　

福
美

80
才

蔀

吉
村　

正
彦

59
才

峯

森　
　

紹
道

80
才

柳　

詰

内
布　

惠
子

60
才

内　

布

11月届出分
（敬称略）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（ この用紙は再生紙を使用しています。）

人口・世帯の動き

12月1日現在 前月比 前年同月比

世帯数（戸） 1 , 6 3 2   0 △ 2 2

人　口（人） 4 , 5 3 0   △ 1 4 △1 1 7

男　（人） 2 ,14 9   △ 1 0 △5 6

女　（人） 2 , 3 81   △ 4 △6 1

お
誕
生
お
め
で
と
う

氏　

名

保
護
者

地　

区

後
藤　

龍た
つ
き希

竜　

一
小　

川

　

今
年
は
、
球
磨
村
の
情
報
通
信

施
設
の
整
備
で
各
世
帯
に
光
ケ
ー

ブ
ル
が
引
か
れ
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
の
視
聴
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
接
続
の
環
境
が
整
い
ま
し
た
。

ま
た
、
各
地
域
で
携
帯
電
話
が
通

話
可
能
と
な
る
な
ど
数
年
前
は
夢

に
も
思
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
進
み
、

広
報
紙
に
も
多
く
掲
載
し
、
広
報

紙
作
成
に
携
わ
り
記
憶
に
残
る
年

と
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
更
に
楽
し
ん
で
読
ん

で
も
ら
え
る
広
報
紙
が
作
れ
る
よ

う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま

し
た
が
、
ど
う
ぞ
良
い
お
年
を
お

迎
え
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
健
）

　１１月１１日から１７日は、全国一斉の「税を
考える週間」で、これにちなんで募集された「税
の習字」で一勝地小学校２年生の髙澤音風さんの
作品が、球磨村長賞を受賞し、１２月７日に桺詰
村長から表彰状が手渡されました。
　音風さんは、「受賞はうれしいです。習字は好
きです。３０回くらい練習しました。また書きた
いと思います。」と受賞の喜びを話しました。

　県民一人ひとりが健康づくりの大切さを考える
機会として募集されたコンクールにおいて、小学
校低学年の部で、応募総数 1,101 人の中から、渡
小学校２年生の川口怜依奈さんの作品が入選され
ました。
　絵は、怜依奈さんが歯磨きを頑張っているとこ
ろを描いたもので、「入選はうれしいです。これ
からも健康のために歯磨きを頑張ります」と笑顔
で答えてくれました。

  税を考える週間で
　　  球磨村長賞を受賞

髙澤 音
お と か

風さん（一勝地小 ２年）

健康づくり
作品コンクールに入選

川口 怜
れ い な

依奈さん（渡小 ２年）

　
　
　

氏　

名

出
身
地

有
尾　

竜
一

野
々
原

右
田　

智
愛

水
上
村

寿 ご
結
婚
お
め
で
と
う


